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東
ヨ
ー
ロ
ッ
　ロノ、

の
自
由
化
運
動

森

田

昌

幸

一
　
各
国
の
形
態

二
　
自
由
化
の
条
件

三
　
展
　
　
望

一
　
各
国
の
形
態

　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
理
論
を
基
調
と
す
る
社
会
主
義
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
社
会
主
義
の
名
の

も
と
に
、
実
際
は
社
会
主
義
と
は
異
な
る
路
線
、
例
え
ば
修
正
資
本
主
義
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
ま
つ
た
く
新
し
い
体
制
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
の
か
、
今
日
な
お
多
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
現
在
の
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
地
域
に
出
現
し
た
社
会
主
義
国
家
は
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
人
民
共
和
国
（
汐
葬
㊤
寄
①
§
8
。
一
富

い
＆
・
惹
）
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
人
民
共
和
国
（
鼠
m
α
q
旨
H
Z
9
5
鼠
奮
・
。
粛
）
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
（
O
の
玲
琶
・
語
霧
寡
ω
8
巨
禦
。
額

襯
要
窪
蟹
）
、
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
（
寄
讐
窪
8
ω
。
岳
房
叡
寄
鼠
三
似
）
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
民
共
和
国
（
Z
震
＆
奉
襯
宅
窪
冨
野
一
鴨
岳
）
、

　
　
　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
　
　
（
四
四
一
）
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東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
　
　
（
四
四
二
）

ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
（
Go
8
量
冴
歳
訂
霞
留
§
幽
く
蕃
寄
讐
窪
雷
甘
鴨
の
尊
膏
）
、
ア
ル
パ
ニ
ア
人
民
共
和
国
（
寄
陰
窪
雷

頴
窟
ま
§
ω
9
嘗
膏
α
）
、
お
よ
び
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
（
O
窪
§
ぼ
O
§
鼻
段
酵
汀
肉
9
昌
犀
）
の
八
力
国
で
あ
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ド
イ
ッ
軍
の
支
配
も
し
く
は
侵
攻
を
受
け
、
国
家
と
し
て
、
ま
た
民
族
と
し
て
、

そ
の
独
立
と
存
在
を
お
び
や
か
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
、
自
国
の
独
立
と
存
在
を
ま
つ
と
う
す
る
た
め
に
選
択
す
べ
ぎ
道
は
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト

共
産
党
の
指
導
と
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
の
軍
事
援
助
に
よ
つ
て
、
自
国
の
領
土
内
か
ら
、
ド
イ
ッ
軍
を
撃
退
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
い
う
傾
向
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
に
か
け
て
、
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
で
は
、
特
に
顕
著
に
み
ら
れ
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
対
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

政
策
と
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
国
家
利
益
と
の
間
に
、
特
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
ま
た
当
面
す
る
ド
イ
ッ
軍
を
撃
退
す
る
と
い
う
点
で

一
、
致
し
、
極
め
て
強
力
に
遂
行
さ
れ
る
結
果
と
な
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
お
け
る
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
政
治
地
図
は
、
か
な
ら
ず
し
も
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
期
待
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
つ
た
。
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
に
と
つ
て
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
は
、
ド
イ
ッ
が
降
伏
す
る
ま
で
は
、
ま
さ
に
解
放
軍
で
あ
つ

た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
、
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
お
け
る
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
は
、
か
な
ら
ず
し
も
解
放
軍
と
は
な
ら
な
か
つ
た
。

〆
こ
の
よ
う
な
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
の
占
領
目
的
を
め
ぐ
る
矛
盾
は
、
や
が
て
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
に
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
と
の
関
係
で
対
立
す
る

事
態
を
ま
ね
く
場
合
も
み
ら
れ
る
に
い
た
つ
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
八
年
の
、
コ
ミ
ソ
フ
ォ
ル
ム
に
お
け
る
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
除
名
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
そ
の
表
面
化
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
コ
ミ
ソ
フ
ォ
ル
ム
の
性
格
が
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
社
会
主
義
建
設
の
路
線
と
、
か
な
ら

ず
し
も
一
致
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
東
ヨ
ー
・
ッ
バ
政
策
の
中
で
、
明
ら
か
に
内
政
干
渉
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事
実
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
五

二
年
九
月
に
制
定
さ
れ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
人
民
共
和
国
憲
法
は
、
そ
の
第
三
条
に
お
い
て
次
の
如
く
宣
言
し
て
い
る
。
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「
ル
ー
マ
ニ
ア
人
民
共
和
国
憲
法
第
三
条
　
ル
ー
マ
ニ
ァ
人
民
共
和
国
は
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
社
会
主
義
共
和
国
同
盟
軍
に
よ
つ
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト

の
く
び
き
と
帝
国
主
義
の
支
配
か
ら
、
わ
が
国
が
解
放
さ
れ
た
結
果
、
ま
た
労
働
者
階
級
を
先
頭
と
す
る
都
市
と
農
村
の
人
民
大
衆
が
、
ル
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ニ
ア
共
産
党
の
指
導
の
も
と
に
、
地
主
と
資
本
家
の
権
力
を
打
倒
し
た
結
果
う
ま
れ
、
強
固
な
も
の
と
な
つ
た
。
」

　
こ
の
条
文
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
の
軍
事
援
助
に
よ
つ
て
人
民
共
和
国
を
樹
立
し
た
。
し
か
し
、
新
生
ル
ー

マ
ニ
ア
が
、
そ
の
憲
法
の
条
文
に
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
の
軍
事
援
助
に
よ
つ
て
人
民
共
和
国
を
建
国
し
た
、
と
宣
言
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
背
景
に
は
、
や
は
り
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
強
力
な
指
導
あ
る
い
は
支
配
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
。
人
民
共
和
国
建
国
当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
は
、
事
実
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
共
産
党
の
指
導
下
に
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
・

デ
ジ
（
O
訂
。
茜
箒
O
ぼ
。
茜
言
す
α
＆
が
党
の
支
配
権
を
掌
握
し
て
か
ら
後
は
、
デ
ジ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
小
ス
タ
ー
リ
ソ
と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
事
実
上
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
衛
星
国
と
化
し
た
。

　
し
か
る
に
、
一
九
六
五
年
三
月
、
デ
ジ
の
後
継
者
と
し
て
、
　
ニ
コ
ラ
エ
・
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
（
蜜
8
幕
9
湯
磐
q
）
が
書
記
長
に
就
任
し
て
か

ら
後
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
い
わ
ゆ
る
独
自
の
道
を
前
進
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
の
外
交
政
策
、
特
に
対
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
政
策

は
、
デ
ジ
の
場
合
と
は
大
き
く
異
な
り
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
衛
星
国
化
を
否
定
し
、
基
本
的
に
は
、
す
べ
て
の
政
策
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
家
利
益

を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
の
外
交
政
策
は
、
社
会
主
義
世
界
に
お
い
て
は
、
自
国
の
国
家
利
益
よ
り
も
、
社
会
主
義
共
同
体
の
全
体
利
益
を
優
先

さ
せ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
す
る
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
路
線
と
衝
突
す
る
結
果
と
な
つ
た
。
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
は
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
政
治
的
独
立
宣
言
と
も
い
う
べ
き
政
策
を
行
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
ル
ー
マ
ニ
ァ
人
民
共
和
国
憲
法
第
三
条
の
改
正
で
あ
る
。
第

三
条
ば
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
と
つ
て
は
、
ま
さ
に
屈
辱
的
な
条
文
で
あ
り
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
衛
星
国
で
あ
る
こ
と
を
、
憲
法
上
認
め
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
若
ぎ
リ
ー
ダ
ー
た
る
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
に
は
、
と
う
て
い
容
認
出
来
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
つ
た
。

　
　
　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
　
　
（
四
四
三
）
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東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
　
（
四
四
四
）

　
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
一
九
六
五
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
人
民
共
和
国
憲
法
を
廃
止
し
、
同
時
に
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
憲
法
を
新
た
に
制
定
し

た
。
こ
の
憲
法
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
、
人
民
民
主
主
義
よ
り
社
会
主
義
へ
と
発
展
し
た
事
実
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
本
来
の
目
的

は
、
や
は
り
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
す
る
政
治
的
独
立
宣
言
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
憲
法
は
、
そ
の
第
三
条
に
お
い
て
「
ル
ー
マ
ニ

ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
全
社
会
の
指
導
政
治
勢
力
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
で
あ
る
。
」
と
だ
け
規
定
し
て
あ
る
。
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
の
援
助
に
よ
つ
て
建
国
さ
れ
た
旨
の
宣
言
は
、
全
面
的
に
削
除
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
次
に
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
が
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
行
つ
た
要
求
は
、
第
一
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
全
加
盟
国
か
ら
、
、
外
国
軍
隊
、
特
’

に
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
の
引
き
揚
げ
を
求
め
る
こ
と
。
第
二
に
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
に
、
外
国
軍
隊
の
駐
留
が
必
要
な
場
合
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条

約
の
規
定
で
は
な
く
、
二
国
間
協
定
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
。
第
三
に
、
現
在
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
統
一
軍
の
駐
留
に
と
も
な
つ
て
生
ず
る
軍

事
費
は
、
す
べ
て
関
係
国
が
支
出
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
統
一
軍
の
戦
闘
作
戦
行
動
に
核
兵
器
使
用
が
含
ま
れ
る
場
合

は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
し
て
、
事
前
に
発
言
権
を
認
め
る
こ
と
。
以
上
で
あ
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
要
求
は
、
す
べ
て
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
よ
つ
て
無
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
し
か
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
、
こ
の
よ
う
な
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト

に
対
す
る
強
硬
な
政
策
は
、
次
第
に
他
の
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
に
も
影
響
を
あ
た
え
、
ま
た
支
持
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。

　
ル
ー
マ
ニ
ア
の
政
治
的
独
立
宣
言
か
ら
三
年
後
の
一
九
六
八
年
、
チ
ェ
コ
ス
官
ヴ
ァ
キ
ア
事
件
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
特
徴
は
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
民
衆
が
、
自
国
の
政
府
、
あ
る
い
は
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
、
政
治
的
、
経
済
的
不
満
か
ら
、
何
と
な
く
自
然
発
生
的

に
起
こ
し
た
暴
動
で
は
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
、
極
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
し
、
民
衆
の
単
な
る
不
満
が
、
暴
動
に
発
展
し
た

だ
け
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
は
軍
隊
を
派
遣
し
て
ま
で
鎮
圧
す
る
と
い
つ
た
非
常
手
段
を
と
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ

る
。
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一
九
六
八
年
八
月
、
プ
ラ
ハ
に
起
こ
つ
た
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
事
件
が
、
過
去
に
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
に
み
ら
れ
た
暴
動
と
本
質
的
に
異
な

る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
事
件
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
、
プ
ラ

ハ
を
中
心
に
各
都
市
で
起
こ
つ
た
抗
議
運
動
は
、
い
わ
ゆ
る
反
政
府
運
動
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会

の
決
定
を
支
持
し
、
同
時
に
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
す
る
抗
議
で
あ
つ
た
。

　
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
反
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
運
動
が
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
要
求
し
た
綱
目
は
、
す
べ
て
当
然
の
内
容
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、

第
一
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
内
に
お
い
て
、
社
会
主
義
的
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
共
産
党
第
二
十

回
大
会
の
精
神
を
基
本
と
し
て
、
階
級
闘
争
が
激
し
か
つ
た
時
に
用
い
ら
れ
た
方
法
を
変
え
る
こ
と
。
第
二
に
、
党
の
行
動
力
の
基
礎
と
な
る
も

の
は
、
広
範
な
党
内
民
主
主
義
に
基
い
た
イ
デ
オ
冒
ギ
ー
、
組
織
面
で
の
団
結
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
が
、
指
導

的
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
チ
ェ
コ
人
と
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
人
と
の
平
等
政
策
を
行
う
こ
と
。
こ
の
政
策
は
、
共
和
国
強
化
の
た

め
に
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
族
評
議
会
を
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
立
法
機
関
と

し
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
閣
僚
会
議
を
、
同
じ
く
執
行
機
関
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
れ
ら
要
求
は
、
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
行
動
綱
領
と
し
て
広
く
党
の
内
外
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
行
動
綱
領
を
採
択
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
に
対
す
る
抗
議
運
動
の
先
頭
に
立
つ
た
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
プ
チ
ェ
ク
（
≧
①
釜
注
段
o
呂
8
犀
）
で
あ
つ
た
。
ド
プ
チ
ェ
ク
は
、
チ
ェ

コ
ス
p
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
書
記
長
と
し
て
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
反
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
運
動
を
、
上
か
ら
、
即
ち
党
中
央
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
国
民
に
は
た
ら
き
か
け
、
運
動
を
展
開
し
て
行
く
と
い
う
方
法
を
と
つ
た
。

　
チ
ェ
コ
ス
ρ
ヴ
ァ
キ
ア
事
件
の
推
移
は
、
一
九
六
八
年
の
一
月
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
一
九
六
八
年
一
月
、
チ
ェ

コ
ス
p
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
は
、
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
党
第
一
書
記
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ノ
ヴ
ォ
ト
ニ
ー
（
》
艮
9
言
Z
・
ぎ
9
博
）
を

解
任
し
た
。
後
任
は
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
第
一
書
記
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
プ
チ
ェ
ク
で
あ
つ
た
。
三
月
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
議
会

　
　
　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
九
七
　
　
（
四
四
五
）
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東
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
　
（
四
四
六
）

は
大
統
領
に
ル
ド
ヴ
ィ
ー
ク
・
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
（
け
＆
＜
斧
撃
。
ぎ
魯
）
を
選
出
し
た
。
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
は
後
に
、
軍
事
介
入
し
た
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
軍
の
撤
退

を
成
功
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
五
月
、
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
機
関
誌
ル
デ
・
プ
ラ
ボ
は
、
党
内
民
主
主
義
の
実
現
、
一
党

独
裁
を
廃
し
複
数
政
党
制
の
導
入
等
の
議
論
を
展
開
す
る
。
六
月
、
こ
の
よ
う
な
ド
プ
チ
ェ
ク
ら
の
行
動
を
注
目
し
て
い
た
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
は
、
党

中
央
委
員
会
に
対
し
、
一
連
の
改
革
運
動
が
結
果
と
し
て
反
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
活
動
で
あ
る
と
し
、
厳
重
警
告
を
発
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
同
時
に
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
統
一
軍
の
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ア
キ
ア
に
お
け
る
合
同
軍
事
演
習
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア

作
家
同
盟
が
、
い
わ
ゆ
る
二
千
語
宣
言
を
発
表
し
て
抗
議
す
る
。
七
月
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
、
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
に

対
し
、
、
再
度
厳
重
警
告
を
発
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
プ
チ
ェ
ク
ら
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
改
革
を
要
求
す
る
。
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
国
防
省

は
、
陸
軍
演
習
を
開
始
す
る
。

　
八
月
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
は
緊
急
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ア
キ
ア
に
対
す
る
軍
事
介
入
を
決
定
し
、
プ
ラ
ハ
を
占
領
、
チ
ェ
コ
ス

・
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
統
一
軍
に
よ
つ
て
包
囲
さ
れ
、
ま
た
国
境
も
閉
鎖
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
、
ド

プ
チ
ェ
ク
を
中
心
と
す
る
党
中
央
委
員
会
は
、
ソ
ヴ
イ
ェ
ト
の
力
の
論
理
に
屈
伏
す
る
こ
と
な
く
、
五
力
国
か
ら
な
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

一
軍
に
対
し
て
撤
退
を
要
求
。
し
か
し
、
死
者
六
十
一
名
を
出
す
に
い
た
り
、
ド
プ
チ
ェ
ク
以
下
中
央
委
員
会
幹
部
会
員
は
全
員
が
無
抵
抗
の
ま

ま
拘
束
さ
れ
る
。
侵
攻
軍
総
兵
力
六
十
三
万
。

　
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
を
中
心
に
、
上
か
ら
の
運
動
に
よ
り
、
自
由
化
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
ド
プ
チ
ェ
ク
ら
の
計
画
は
、
ソ
ヴ
ィ

ェ
ト
の
軍
事
力
の
前
に
、
完
全
に
敗
北
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
七
年
一
月
に
、
再
度
自
由
化
運
動
が
、
作
家
や
芸
術
家
を
中
心
に
開
始
さ
れ
、

主
と
し
て
文
学
、
芸
術
作
品
の
表
現
の
自
由
の
獲
得
を
め
ぐ
り
展
開
さ
れ
た
が
、
や
は
り
失
敗
で
あ
つ
た
。

「
し
か
し
、
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
事
件
が
他
の
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
に
あ
た
え
た
影
響
は
、
非
常
に
大
き
く
、
二
年
後
の
一
九
七
〇
年
十
二

月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ダ
ニ
ス
ク
に
お
い
て
、
反
政
府
暴
動
が
発
生
し
た
。
こ
の
暴
動
は
グ
ダ
ニ
ス
ク
の
工
場
労
働
者
が
、
労
働
条
件
の
改
善
と
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日
常
生
活
品
の
確
保
を
要
求
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
部
の
労
働
者
が
、
こ
れ
を
暴
動
に
ま
で
発
展

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
暴
動
の
規
模
は
、
比
較
的
小
さ
く
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
全
土
に
波
及
す
る
と
い
つ
た
事
態
に
は
い
た
ら
な
か
つ
た
。

　
そ
れ
か
ら
十
一
年
後
の
一
九
八
一
年
八
月
、
や
は
リ
グ
ダ
ニ
ス
ク
に
お
い
て
、
反
政
府
運
動
が
発
生
し
た
。
そ
の
中
心
は
、
グ
ダ
ニ
ス
ク
の
レ

ー
ニ
ソ
造
船
所
労
働
組
合
で
あ
る
。
今
回
の
反
政
府
運
動
は
、
前
回
の
よ
う
な
暴
動
に
は
い
た
ら
な
か
つ
た
が
、
そ
の
規
模
は
前
回
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
グ
ダ
ニ
ス
ク
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
ル
ブ
リ
ソ
、
ポ
ズ
ナ
ニ
、
ク
ラ
コ

フ
そ
の
他
の
諸
都
市
に
お
よ
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
は
、
通
常
の
手
段
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
一
九
八
一
年
十
二
月
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
全
土
に
戒
厳
令
を
布
告
す
る
に
い

た
つ
た
。
こ
の
時
期
に
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
が
戒
厳
令
を
発
し
た
理
由
は
、
自
主
管
理
労
働
組
合
、
い
わ
ゆ
る
連
帯
組
織
に
よ
る
ゼ
ネ
ス
ト
の
防
止

に
あ
つ
た
。
グ
ダ
ニ
ス
ク
の
レ
ー
ニ
ン
造
船
所
労
働
組
合
を
根
拠
地
と
す
る
連
帯
は
、
す
で
に
ゼ
ネ
ス
ト
の
実
施
を
決
議
し
て
い
た
。
連
帯
を
中

心
と
し
た
自
由
化
要
求
は
、
現
在
な
お
政
府
と
鋭
く
対
立
し
た
状
態
に
あ
る
。

　
連
帯
を
中
心
に
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
で
展
開
さ
れ
て
い
る
自
由
化
要
求
の
運
動
が
、
今
後
如
何
な
る
進
展
を
み
せ
る
か
、
予
測
は
困
難
で
あ
る
が
、

こ
の
運
動
が
ル
ー
マ
ニ
ア
や
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
工
場
労
働
者
に
よ
る
労
働
組
合
を
中
心
と
し
た
下
か
ら
の
運

動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
政
府
お
よ
び
党
は
、
労
働
者
の
自
由
化
要
求
運
動
を
戒
厳
令
を
も
つ
て
抑
圧
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
自
由
化
の
第
一
歩
は
、
連
帯
が
政
府
に
対
し
て
勝
利
を
得
る
か
、
あ
る
い
は
連
帯
と
政
府
と
の
間

に
妥
協
が
成
立
す
る
か
で
あ
る
。

　
連
帯
の
自
由
化
運
動
が
労
働
組
合
中
心
の
運
動
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
は
同
時
に
ポ
ー
ラ
ソ
ド
国
民
の
運
動
で
あ
る
。
現
在
、
連
帯
に
参
加
し
て

い
る
労
働
者
は
九
百
六
十
万
人
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
労
働
者
の
約
八
十
パ
ー
セ
ソ
ト
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
も

し
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
労
働
者
が
連
帯
の
指
令
通
り
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
実
施
し
、
全
土
に
お
い
て
反
政
府
運
動
を
展
開
す
る
な
ら
ば
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ソ

　
　
　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
　
　
（
四
四
七
）
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東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
　
　
（
四
四
八
）

ド
政
府
は
恐
ら
く
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
ポ
ー
ラ
ソ
ド
統
一
労
働
者
党
の
党
員
は
、
現
在
二
百
五
十
万
人
で
あ
る
。
今
目
す
で
に
九
百
六
十
万
人
の
労
働
者
を
組
織
す
る
連
帯
は
、

ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
第
一
勢
力
に
ま
で
成
長
し
た
。
連
帯
は
統
一
労
働
者
党
に
か
わ
つ
て
、
そ
の
自
己
の
政
策
を
実
現
し
得
る
政
党
と
し
て
の
能
力
を

有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
、
連
帯
を
非
合
法
化
し
、
そ
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
は
、
連
帯
が
ポ

ー
ラ
ソ
ド
政
府
に
対
し
て
行
つ
た
要
求
の
中
に
、
現
存
す
る
社
会
主
義
体
制
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
一
九
八
一
年
六
月
、
連
帯
が
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
お
よ
び
統
一
労
働
者
党
に
要
求
し
た
改
革
は
、
第
一
に
、
国
営
企
業
の
責
任
者
の
決
定
は
、
各

企
業
ご
と
に
労
働
者
の
選
挙
に
よ
る
こ
と
。
第
二
に
、
国
営
企
業
に
か
わ
つ
て
、
可
能
な
限
り
私
企
業
を
認
め
る
こ
と
。
第
三
に
、
政
治
的
自
由

を
拡
大
す
る
た
め
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ソ
ド
統
一
労
働
者
党
に
よ
る
事
実
上
の
一
党
支
配
を
廃
し
、
複
数
政
党
制
を
認
め
る
こ
と
、
で
あ
つ
た
。

　
連
帯
に
よ
る
、
こ
の
よ
う
な
要
求
が
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は
、
非
常
に
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
は
、
現
状
で
は
全
面
的
に
、
こ
れ
ら
要
求
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
の
み
な
ら
ず
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
政
府

も
、
連
帯
の
反
ソ
ヴ
イ
ェ
ト
的
運
動
に
対
し
て
、
次
の
如
く
警
告
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

　
「
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
社
会
主
義
の
敵
が
、
現
存
の
社
会
体
制
を
転
覆
さ
せ
る
こ
と
を
自
ら
の
目
的
と
し
て
、
意
図
的
に
国
内
の
危
機
を
深
め
、
そ

の
経
済
を
崩
壊
ざ
せ
な
が
ら
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
独
立
を
脅
威
に
さ
ら
し
た
の
は
、
公
然
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
勢
力
は
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
お
よ

び
ソ
ヴ
イ
ェ
ト
両
国
民
間
の
兄
弟
的
友
好
を
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
つ
て
破
壊
し
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
、
反
社
会
主
義
的
、
反
革
命
的
綱
領
を

打
ち
出
し
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
に
基
づ
く
同
盟
国
と
し
て
の
義
務
を
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
が
遂
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
直
接
的
脅
威
を
つ
く
り
出

　
（
1
1
）

し
た
。
」

　
こ
の
声
明
は
、
一
九
八
一
年
十
二
月
十
四
日
、
即
ち
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
が
戒
厳
令
を
布
告
し
た
翌
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
は
、
警
告
の
声
明
を
発
表
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
周
辺
に
お
い
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
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約
機
構
統
一
軍
に
よ
る
軍
事
演
習
と
い
う
名
目
の
も
と
に
、
大
規
模
な
軍
事
演
習
を
展
開
し
、
軍
事
介
入
の
可
能
性
が
あ
る
か
の
如
く
行
動
し
て

い
る
。

　
ポ
ー
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
自
由
化
運
動
は
、
自
発
的
な
労
働
者
の
組
織
で
あ
る
連
帯
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
チ
ェ
コ
ス
冒
ヴ

ア
キ
ア
の
場
合
の
よ
う
に
、
党
中
央
委
員
会
を
中
心
と
し
た
上
か
ら
の
改
革
で
は
な
く
、
一
般
の
労
働
者
に
よ
る
下
か
ら
σ
改
革
で
あ
つ
た
。
し

か
も
、
こ
の
一
般
の
労
働
者
こ
そ
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
民
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
労
働
者
の
八
十
パ
ー
セ
ソ
ト
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
た
連
帯
と
対

立
す
る
政
府
は
、
た
と
え
力
の
論
理
に
よ
つ
て
自
由
化
の
運
動
を
一
時
的
に
鎮
圧
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
質
的
な
解
決
と
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
自
由
を
要
求
す
る
声
は
、
政
府
当
局
者
が
い
う
如
く
、
一
部
の
労
働
者
で
は
な
く
一
般
の
国
民
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
現
在
の
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
お
よ
び
統
一
労
働
者
党
は
、
事
実
上
、
自
国
の
大
多
数
の
国
民
を
相
手
に
敵
対
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
戒
厳

令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
秩
序
維
持
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
異
常
事
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
説
的
な
見
方
を
す
れ
ば
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
政
府
が
戒
厳
令
を
布
告
し
、
秩
序
を
維
持
し
て
い
る
限
り
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
よ
る
軍
事
介
入
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
に
戒
厳

令
を
維
持
す
る
だ
け
の
実
力
が
な
く
な
つ
た
場
合
、
あ
る
い
は
連
帯
の
要
求
が
大
部
分
受
け
入
れ
ら
れ
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
が
連
帯
と
妥
協
し
実

質
的
に
敗
北
し
た
場
合
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
よ
る
軍
事
介
入
の
可
能
性
は
、
非
常
に
高
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ポ
ー
ラ
ソ
ド

問
題
に
関
し
て
中
立
の
立
場
を
維
持
す
る
な
ら
ば
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
軍
事
介
入
は
確
定
的
と
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

二
　
自
由
化
の
条
件

　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
国
家
が
自
由
化
を
遂
行
す
る
過
程
に
つ
い
て
、
簡
単
に
考
察
し
た
が
、
で
は
今
後
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が

強
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
可
能
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
あ
る
い
は
ポ
ー
ラ
ソ
ド
は
、
そ
の
方
法
は
異
な
る
に
せ
よ
、
何
れ
も
自
由
化
運
動
と
し
て
考
え
る
こ

　
　
　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
｝
　
　
（
四
四
九
）
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東
ヨ
τ
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
　
　
（
四
五
〇
）

と
が
出
来
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
場
合
は
、
国
内
に
お
け
る
個
人
の
自
由
よ
り
も
、
国
家
の
自
由
が
優
先
し
た
。
即
ち
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
ル
ー
マ
ニ

ア
独
自
の
社
会
主
義
建
設
を
行
う
た
め
に
は
、
社
会
主
義
共
同
体
内
部
に
お
け
る
国
家
の
自
由
の
確
立
が
急
務
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ル

ー
マ
ニ
ア
は
、
い
わ
ゆ
る
独
自
の
道
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
が
一
九
六
五
年
以
降
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
、
ワ
ル
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
（
12
）

ワ
条
約
機
構
の
廃
止
、
あ
る
い
は
経
済
相
互
援
助
会
議
、
い
わ
ゆ
る
コ
メ
コ
ソ
の
改
革
そ
の
他
一
連
の
政
治
的
変
革
を
要
求
し
た
こ
と
は
、
ル
ー

マ
ニ
ア
の
、
独
立
国
家
と
し
て
の
当
然
の
権
利
で
あ
つ
た
。
そ
の
権
利
の
主
張
の
仕
方
は
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
書
記
長
を
中
心
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア

共
産
党
が
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
直
接
行
う
と
い
う
方
法
で
あ
つ
た
。

　
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
の
場
合
も
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
場
合
と
同
様
に
、
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ
ァ
キ
ア
共
産
党
が
、
ド
プ
チ
ェ
ク
書
記
長
を
中
心
と
し

て
、
上
か
ら
国
民
を
鼓
舞
し
つ
つ
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
、
国
家
と
し
て
の
自
由
の
確
立
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
も
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
と
同
様
、
や
は
り
自
由
化
運
動
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や

チ
ェ
コ
ス
官
ヴ
ァ
キ
ア
の
場
合
の
よ
う
な
党
中
央
委
員
会
に
よ
る
上
か
ら
の
改
革
で
は
な
く
、
自
主
的
な
労
働
者
の
組
織
で
あ
る
連
帯
を
中
心
と

し
た
一
般
国
民
に
よ
る
下
か
ら
の
運
動
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
由
化
運
動
の
直
接
の
交
渉
相
手
は
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
で
は
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政

府
で
あ
る
。
従
つ
て
、
国
内
に
お
け
る
政
府
と
労
働
組
合
の
対
立
と
い
う
形
態
を
呈
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ル
ー
マ
ニ
ァ
や
チ
ェ
コ
ス
・
ヴ

ァ
キ
ア
に
比
較
し
て
労
働
組
合
の
力
が
強
く
、
国
民
の
政
治
的
意
識
も
高
い
た
め
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
、
無
視
し
得
な
い
の
が
教
会
の
存
在
で
あ
る
。
国
民
の
九
十
五
パ
ー
セ
ソ
ト
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
ポ
ー
ラ
ソ
ド
で
は
、
政
府
も
教
会
と
対
立
す
る
こ
と
は
可
能
な
限
り
回
避
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
由
化
運
動

の
今
後
の
動
向
は
、
こ
の
教
会
の
態
度
如
何
に
か
か
つ
て
い
る
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
、
本
来
の
独
立
国
家
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
自
由
が
政
府
に
よ
つ
て
承

認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
改
革
運
動
は
、
先
ず
政
治
的
自
由
の
確
保
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
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次
に
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
社
会
主
義
建
設
を
行
う
場
合
の
経
済
的
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
問
題
で

重
要
な
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
問
題
で
あ
る
。
自
国
に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
だ
け
で
、
工
業
化
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

困
難
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
原
油
に
関
し
て
み
る
な
ら
ば
、
一
九
七
九
年
度
の
各
国
生
産
量
は
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
が
三
六
万
ト
ソ
、
ハ
ン
ガ
リ
⊥
二
九
万
ト
ソ
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
ニ
一
万
ト
ン
、
ル
ー
マ
ニ
ア
一
、
四
六
五
万
ト
ソ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
一
三
万
ト
ソ
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
四
七
万
ト
ソ
、
ア
ル
バ
ニ

ア
ニ
ニ
ニ
万
ト
ソ
、
東
ド
イ
ッ
七
万
ト
ソ
で
あ
る
。
し
か
る
に
同
じ
年
度
に
お
け
る
各
国
の
原
油
消
費
量
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
一
、
四
二
二
万
ト

ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
七
六
八
万
ト
ン
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
一
、
五
六
〇
万
ト
ン
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
九
六
五
万
ト
ソ
、
東
ド
イ
ッ
一
、
六
〇
五
万
ト

ソ
で
あ
る
Q

　
従
つ
て
、
こ
れ
ら
各
国
は
、
そ
の
不
足
分
を
輸
入
に
よ
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
輸
入
先
は
、
大
部
分
が
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
で
あ
る
。
因
み

に
、
各
国
の
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
か
ら
の
輸
入
量
は
、
同
年
度
で
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
が
一
、
二
三
四
万
ト
ソ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
五
二
九
万
ト
ソ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
一
、
四
三
四
万
ト
ソ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
九
三
二
万
ト
ソ
、
東
ド
イ
ッ
一
、
二
九
九
万
ト
ソ
で
あ
る
。
唯
一
の
例
外
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ

る
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
場
合
は
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
か
ら
の
輸
入
は
、
ま
つ
た
く
な
く
、
一
九
七
九
年
度
は
、
主
と
し
て
○
℃
団
O
諸
国
か
ら
原
油
四
一

四
万
ト
ソ
を
輸
入
し
、
コ
メ
コ
ン
加
盟
諸
国
を
中
心
に
、
四
八
六
万
ト
ソ
を
輸
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
数
量
か
ら
単
純
に
判
断
す
る
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
が
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
大
多
数
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

上
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
多
く
を
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
各
国
の
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
す
る
原
油
輸
入
依
存
度
は
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
が

八
六
・
七
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
六
八
・
八
パ
ー
セ
ソ
ト
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
九
一
・
九
パ
ー
セ
ソ
ト
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
九
六
・
五
パ
ー

セ
ソ
ト
、
東
ド
イ
ッ
八
O
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
同
様
の
事
実
は
、
電
力
お
よ
び
石
炭
に
関
し
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
一
九
七
九
年
度
に
お
け
る
石
炭
の
生
産
量

　
　
　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
　
　
（
四
五
一
）
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東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
　
　
（
四
五
二
）

は
、
石
炭
が
二
億
九
三
万
八
千
ト
ソ
、
粘
結
炭
四
、
〇
二
三
万
六
千
ト
ソ
、
褐
炭
三
、
八
○
八
万
三
千
ト
ソ
で
、
全
出
炭
量
は
二
億
七
、
九
二
五

　
　
　
　
（
1
4
）

万
七
千
ト
ソ
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
は
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
の
出
炭
量
の
お
よ
そ
半
分
近
い
数
量
で
あ
る
。
ま
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
も
、
出
炭
量
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

億
四
、
三
一
七
万
九
千
ト
ソ
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
次
ぎ
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
二
位
で
あ
る
。
原
油
生
産
量
の
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
第
一
位
は
、
す
で
に
先

に
み
た
通
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
原
油
生
産
に
関
す
る
限
り
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
は
何
ら
依
存
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ

る
。　

ポ
ー
ラ
ソ
ド
お
よ
び
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
、
原
油
生
産
の
面
で
は
、
確
か
に
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
が
、
石
炭
生
産

で
は
、
ほ
と
ん
ど
独
自
に
自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
決
定
出
来
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
も
同
様
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
、
自
由
化
要
求
の
運
動
が
展
開
可
能
と
な
る
の
は
、
や
は
り
、
こ
れ
ら
三
力
国
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
や
東
ド
イ
ッ
の
如
く
、
原
油
生
産
量
あ
る
い
は
全
出
炭
量
の
九
五
パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
を
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に

依
存
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
国
内
に
お
け
る
自
由
化
や
国
家
を
中
心
と
し
た
反
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
運
動
の
展
開
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
東
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
の
自
由
化
は
、
国
内
に
お
け
る
政
治
的
自
由
の
確
立
と
同
様
、
各
国
の
経
済
的
自
立
、
特
に
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
す
る
経
済

的
依
存
関
係
を
是
正
し
な
い
限
り
、
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
る
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
一
九
八
一
年
十
二
月
十
三
日
の
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
戒
厳
令
の
背
景
に
は
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
経
済
が
、
す
で
に
破
綻
寸
前
で
あ
つ
た
と
い
う

事
実
が
横
た
わ
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
十
二
月
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
対
外
債
務
は
、
お
よ
そ
二
七
〇
億
ド
ル
で
あ
つ
た
。
こ
の

中
で
、
十
二
月
に
お
け
る
元
本
返
済
額
は
、
お
よ
そ
二
四
億
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の
返
済
利
子
総
額
は
、
お
よ
そ
四
億
五
千
万
ド
ル
で
あ
つ
た
。
現

在
の
ポ
ー
ラ
ソ
ド
政
府
に
は
、
元
本
は
勿
論
、
四
億
五
千
万
ド
ル
の
利
子
支
払
能
力
さ
え
な
い
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
可
能
な
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

決
策
は
、
利
子
支
払
の
た
め
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
に
対
し
て
、
新
規
融
資
を
申
し
込
む
こ
と
で
あ
つ
た
。
元
本
返
済
に
つ
い
て
は
、
繰
り
延
べ
支
払
方

2（M



式
に
よ
る
し
か
な
い
。

　
他
の
東
ヨ
ー
・
ヅ
パ
諸
国
に
お
い
て
も
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
と
同
様
の
傾
向
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
各
国
の
経
済
機
構
お
よ
び
経
済
政

策
が
従
来
通
り
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
何
ら
改
革
が
な
い
と
す
れ
ば
、
第
二
、
第
三
の
ポ
ー
ラ
ソ
ド
が
出
現
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
で
あ
ろ

う
o　

東
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
新
生
社
会
主
義
国
家
と
し
て
建
国
し
て
す
で
に
四
〇
年
近
く
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
各
国

は
、
国
内
に
お
け
る
国
民
の
政
治
的
自
由
が
拡
大
さ
れ
た
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
。
同
様
に
各
国
は
、
資
本
主
義
国
家
以
上
の
経
済
発

展
を
達
成
し
た
と
も
認
め
難
い
。
各
国
は
、
そ
の
社
会
主
義
建
設
の
方
法
に
関
し
て
、
新
た
に
検
討
す
る
必
要
性
が
十
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
三
　
展
　
　
　
望

　
東
ヨ
ー
p
ヅ
パ
の
社
会
主
義
国
家
に
と
つ
て
、
今
後
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
は
、
国
内
に
お
け
る
政
治
的
自
由
の
確
保
と
、
経
済
成
長
の

達
成
に
あ
る
。
政
治
的
自
由
確
保
の
た
め
に
は
、
共
産
党
、
労
働
者
党
あ
る
い
は
共
産
主
義
同
盟
と
い
つ
た
共
産
主
義
政
党
の
み
に
よ
る
、
事
実

上
の
一
党
支
配
を
廃
止
し
、
複
数
政
党
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
由
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
複
数
政
党
制
の
導
入
が
前
提
と
な

る
。　

現
在
の
各
国
の
国
民
が
、
す
べ
て
共
産
主
義
政
党
を
支
持
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
連
帯
の
運
動
に
対
し
、
政

府
は
一
部
の
反
社
会
主
義
者
と
し
て
い
る
が
、
本
当
に
一
部
の
人
間
に
よ
る
運
動
で
あ
ろ
う
か
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
お
よ
び
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
は
、
現

実
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
次
に
、
各
国
が
経
済
成
長
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
中
央
集
権
的
官
僚
制
経
済
機
構
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
い
わ

ゆ
る
計
画
経
済
の
名
の
も
と
に
、
単
に
官
僚
機
構
を
増
大
さ
せ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
具
体
的
政
策
と
し
て
は
、
基
幹
産
業
以
外
の
分
野
に
お
い

　
　
　
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
　
　
（
四
五
三
）
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東
ヨ
τ
ロ
ッ
パ
の
自
由
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
　
　
（
四
五
四
）

て
、
小
規
模
の
私
企
業
を
認
め
、
市
場
経
済
の
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
改
革
が
成
功
す
れ
ば
、
東
ヨ
ー
・
ヅ
パ
諸
国
の
社
会
主
義
も
生
気
を
と
り
も
ど
し
、
新
し
い
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
同
時
に
各
国
の
社
会
主
義
建
設
に
、
各
国
の
特
殊
性
を
認
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。
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内
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ジ
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山
下
俊
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「
チ
ェ
コ
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ロ
ヴ
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キ
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事
件
資
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集
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戦
車
と
自
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」
二
五
九
ぺ
ー
ジ
。
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Φ
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、
P
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ポ
ー
ラ
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ド
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一
労
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者
党
第
九
回
臨
時
党
大
会
決
議
、
ポ
ー
ラ
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ド
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一
労
働
者
党
綱
領
、
「
世
界
政
治
」
第
六
十
一
号
、

一
九
八
『
年
＝
『
月
『
四
日
、
モ
ス
ク
ワ
放
送
。
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一
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一
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8
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コ
メ
コ
ン
統
計
年
鑑
、
一
九
八
○
年
版
、
七
七
ぺ
ー
ジ
。

推
定
値
。

推
定
値
。

一
九
八
二
年
一
月
、
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
三
億
五
千
万
ド
ル
を
新
規
承
認
。

拙
著
「
現
代
国
際
政
治
論
」
一
八
九
ぺ
ー
ジ
。

四
九
ぺ
ー
ジ
。
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